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小型の耐病性がある品種のため病害は少

ないが、風通しが悪いとカイガラムシが

発生しやすい。 

刈り込まなくても樹形がまとまるため、

徒長枝を切り戻す程度でよい。夏には翌

年の花芽を形成するので剪定は７月中が

お薦め。 

花つきが良く実もつけるが、実をたくさ

んつけると樹勢が衰えるので、咲き終え

たら花殻をつまんで取り除くとよい。剪

定もこの時期一緒にする。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ◎ 弱 

潮 風 強 ◎ 弱 

シャリンバイの葉裏は、細かい網目状の葉脈が

よく見える。これが見分けるヒントとなる。 

Memo 

暑さ、乾燥、潮風に強いシャリンバイは変異が

多い。葉の丸いものはマルバシャリンバイと呼

ばれるが中間的な形状のものもある。また、花

や葉が小ぶりのヒメシャリンバイやベニバナ

シャリンバイなど園芸品種が多い。どれも小型

ながら花付がよく、植込みに利用しやすい。 

生長：やや遅い 特 記 
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